
〔食 物 学 〕 日　本　家　 政　学　 会　第　23　 回　総　会 21

A －40  氷 の発タにともなう・・ ヨ.の題 素冶攻 につい７

広島 文苑か子黙 欠　 天川声 子

目的　 米Iま発芽しは び めゐ と，肝乳部の殿粉消化 がは びまね．ゲ れらの鏝 康Z 總 発

もしくは促進に･良零な楯略 素 例え ば: 殿 粉消化 には　 アＥラ ーゼ。/s'オヤ シタ二-ｾﾞ:

ビ タｌ ツB ・ など の冷栓 が　 漸 次n ヵヽ まってくゐ． 本羅.は丈 代りの現象^ 蛙 轍化学

的 て酵 素所刄をn し かめゐ．

方限　A ぎ冷広島県彦 こめ．品趨.^ 新 令本^ を脱 脂綿i:.に気温で俺聾;? せ．籾藪を

取 り除き資料 と.し-p..    こ,北-H.カＥ ソ'J で縦レでロf). グアヤッ ク根 脂．ヨツ素 などにX

り反応^･tf て，光学顕 蚊鏡で鯉 拳しF-． 又場料をSL ．. 厚 さ にt;)/)．不/しマりン固覧

俊　 奮B､Iv て/ヽ ?ラフィ ン 包rt. 切片 とし夙様K して競 争し 狐，

妹 果 肝貿 の篠し狐琳乳伸It    /＼° オT  レ ダー. ア ミラー だ堆仕が発育と笏に侭か

くな力　そ の却 位かり肝 乳御全体rて瓦ぶ．そ の飴過－ 日^ 疸y て鮮 累 しn ． そ(乃μ 曝

■£兼悟了ゐ

A －41    米 の炊飯 耕 作 自 刻t ろ 研 島( 第l2 報) 一酵 素烏理 批 燥 米 こつ‥T  ('^  ?)-

甲酌女 球 大　 豊 島治 男　o  凄 田和 子

i 的　 これ まr 、 酵 素 処理1. -c 電 熱 およぴ 電 手レy  ジド よi 乾 燎i  マえ た薦 房 米 に

つ い て,   乾 燥 米作製 片 の永叶 、t- ヒ し示襟 な 卵f  ハm- ま 作 用 ≪''米粒 の卸/fit ･; あ` よI*'す

和 琴享l; ついT 波 打 しX   *   尚　 ま た.    物 理的仕 状 に つヽ) T 、43- ヽ･秤 竿産 米 を暦 いT  酪

素μ 鳶 に よ^ 影 響 を検 討 しT  い;? ． 本報告･よ、 ひ､き続 き4-3 子庫 木 を用I)    T、1    ヒ八 康

叶 乙粘 欄 核 の向連 を得 よ うとした。

方 娘　 乾燥 米 は、O.I./- 。& £ ムｚ 海 疲 に3  片 向、I    5 外向 流 壇 し た後,       字八T~ 千〇

分 向蒸 し,    直 ちに熱 眠* ■■ あ び 電 チ レ ンダ乾 場 しTz. も の・･あ^ ．S もごべ 条什 よ、$t 燥４

)C    I    2.   O   十加 水 し、 そ<^ 消 化方 法I* 前報 の通 クである。 粘順 棟 割 支I*,   岡琴 式粘禰 測

定券i  f

重 し、記 録蒙 蛋 によ り'i の変形 量 を 得 だ。

紺 果　 酵逢 処 理 しn.  ^ ご'し米 降、 無 添 加処理 毛と'し 米 に 比較 し、 戸烏 さ れや すく 吏

形I ゃ すい。 また,   変形 降 ら 回復I*  ;|ヽざく、 坪 ヵ 柱 が`夕 な(' 。


